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	スライド 1:   発達障がいの方は、自分の意思や要求をうまく伝えられず、いわゆる強度行動障がい等の『問題提起行動』を起こすことがあると言われています。 　当事者が伝えたい事を自ら周りの支援者に表出できるようにするコミュニケーション支援は『問題提起行動』の予防策になると考えられています。 　　本研修ではそのコミュニケーション支援について深く学ぶ機会となりますので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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